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ある（H. Schneuwly and P. Vogel, Phys. Rev. A22, 2081 (1980)）。また、電子エックス線の強度についての考察か
ら化学形による電子空孔の影響の違いを示唆する結果も得られた。 
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に関する一連の測定は 12 GeV 陽子シンクロトロン加速器研究施設東カウンターホールπμチャネルにおいて、ミュ
オン原子に関する実験は中間子実験施設μポートにおいて、それぞれ専用の測定システムを構築して行った。 
 実験で得られた電子エックス線のエネルギーと計算から得られた電子エックス線のエネルギーを比較することに
より、電子エックス線放出時のパイ中間子原子およびミュオン原子の電子状態を考察した。原子番号の大きい領域（Z
＞70）では、パイ中間子原子およびミュオン原子の電子エックス線エネルギーに対する電子空孔の影響は小さく、L
殻電子空孔に換算して１個程度の寄与しかなく、一方で比較的低い原子番号領域（Z＜60）においては L 殻電子空孔
で２個かそれ以上の影響があるということが分かった。これらの傾向は電子の再充填速度の原子番号依存を考えた場
合非常に妥当なものであるといえる。また、特に希ガス元素やイオン性化合物の測定サンプルにおいては電子空孔の
影響が大きく出ており、化学形がパイ中間子原子形成後の電子状態に影響している可能性も示された。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
